
 
 

 

石上車輌 

美幌町の植林事業 

協力協定書に調印 

 

【美幌】石上車輌（石上剛社

長）は、美幌町の植林事業に協力

する協定書に調印した。荒れた丘

にある「自動車リサイクルの森」

に、カラマツの苗木を同社の取り

組みに賛同する企業・団体と共に

合計６７５０本植える予定。調印

は今年で７回目。 

  調印式は美幌町民会館で行われ、石

上車輌の藤原武士車輌部長が土谷耕治

町長と協定書を取り交わした。藤原部

長は「今後とも末永く植林事業に協力

したい」と語り、土谷町長は「自動車

リサイクルの森で植林が続いているこ

とに心から感謝している」と謝辞を述

べた。 

  同社は、２００８年から「あなたの

愛車が木になる」キャンペーンを展開

し、一般ユーザーの廃車引き取り１台

に付き苗木１本を美幌町に寄付する。

同社の運動に竹内建設、自動車用ガラ

ス販売のＡＡＣ、河村自動車工業、マ

テック、廃車ドットコムが協力した。

調印を前に石上車輌と竹内建設、マ

テックの社員計１１人が自動車リサイ

クルの森で苗木の一部を植林した。今

回を含め苗木は累計３万２２９４本に

なり、７年前に植えた苗木は５、６

メートルに成長しているという。 
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ＪＡＲＡ 

形状確認コンテスト

全国大会を開催 
自動車リサイクル部品流通を手掛け

るＪＡＲＡ（北島宗尚社長、東京都中

央区）は２５日、同社名古屋支社（名

古屋市中村区）で、「ＪＡＲＡグルー

プ 第１回形状確認コンテスト」の決

勝大会を開催した。全国の各ブロック

から勝ち上がったリサイクル部品生産

担当者ら８人が参戦し、優勝を争っ

た。競技の結果、イマイ自動車（宮城

県岩沼市）の小梨貴行さんが優勝を勝

ち取った。準優勝には太信鉄源・太信

リサイクルパーツ（宮崎市）の佐藤和

樹さんが入った。 

  決勝大会では出題部品として、ク

レームが発生しやすい６部品（フロン

トバンパーやリアゲート、キャリ

パー、ショックアブソーバ、ヘッドラ

ンプ、プロペラシャフト）を用意。

「基本合計」点と「加点合計」点を足

した総合計点で順位を決めた。「基

本」項目では、それぞれの部品の形状

や状態の確認、傷の有無、登録情報の

必須入力事項などを行っているかを計

り、「加点」項目では取り組みへの基

本姿勢や熱意、所要時間などを考慮し

た。優勝した小梨さんは、「いつもの

８割くらいの力は出せたと思う。これ

に驕ることなく精進していきたい」と

さらなる飛躍を誓った。 

ＪＡＲＡグループでは加盟会員全体の

事業レベルの底上げを図っている。リ

サイクル部品の形状確認は、「使う人

にしっかりと正確な情報を届けること 

 

－次のページに続く－ 

CO2削減数値（SPLシステム） 

リユースパーツ使用による 

CO2削減効果参考値 

平成26年12月 

2,853t 
※一般、中・大型含む車を修理する

際、新品部品を使用して修理する場合

に出るCO2排出量とリサイクル部品を

使用して修理する場合のCO2排出量の

差がCO2削減数値になります。 

 

一般社団法人日本自動車リサイクル

部品協議会と早稲田大学環境総合研究

センターがLCA（ライフ・サイクル・

アセスメント）の考え方に基づき共同

開発した「グリーンポイントシステ

ム」より参照。 



―前ページの続き 

が大事」（同社）というように部品品

質へのユーザーからの信頼を左右する

部分だ。同社では現場で活躍する人材

に焦点を当て、日々の業務に対するモ

チベーションの向上や活躍する機会の

創出といったこともねらう。今後も

様々な分野の技術コンテストを行う方

針だという。 

 今回は、三井住友海上火災保険や豊

田通商といった他業界の担当者も同コ

ンテストを見学した。保険料率改定に

伴う自費修理の増加や希少資源回収の

高まりなど、リサイクル部品を巡る環

境は変化しており、業界を超えた交流

が盛んになりつつある。 
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ＪＡＲＡ、部品提供会社 

と第１回懇話会開催 
 
リサイクル部品流通を手掛けるＪＡ

ＲＡ（北島宗尚社長、東京都中央区）

は「第１回リビルト・ＧＰ部品提供会

社との懇話会」を東京都内で開催し

た。同懇話会はリビルト部品メーカー

を集めて、今後の事業拡大に向けた販

売戦略などについて議論することを目

的としている。これまでは旧ＳＰＮグ

ループで６回行われてきたが、旧エコ

ラインと合併後は初めて開催となる。 
 

今回は旧エコラインのリビルトメー

カーを加え、２０社２８人とＪＡＲＡ

側の８人を合わせて３６名が参加し

た。まず、前回の懇話会以降の取り組

み実績として、ＪＡＲＡグループのフ

ロントマンを対象に、計７回のリビル

ト勉強会とリビルト工場見学を実施し

たことを報告。あわせて２０１４年度

のＪＡＲＡのリビルト製品仕入れ実績

も発表した。 
 

今年行った施策として、７～１２月

に「リビルト拡販ロングランキャン

ペーン」を開催し、各リビルト部品

メーカーの製品チラシを会員に配信、

情報提供を行った。また各社製品の拡

販をねらいに、フロントマン個人の売

り上げ実績に応じて、ポイント付与や

表彰する企画を実施した。 
 

会の後半には、意見を互いに交換。

ＪＡＲＡ会員のフロントマンとの交流

や、製品情報の提供、リビルト工場の

見学をさらに活発化するとの提案がリ

ビルトメーカー側からあがった。同社

は継続した製品拡販キャンペーンの開

催も行っていく考えで、リビルトメー

カーとの関係強化を今後も図る。 
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経産・環境両省 

自動車リサイクル法 

見直しの合同会議開催 
 

経済産業省の産業構造審議会（経産

省の諮問機関）と環境省の中央環境審

議会（環境省の諮問機関）による自動

車リサイクル法見直しの合同会議が１

４日、都内で開催された。地方公共団

体と指定法人である自動車リサイクル

促進センター（ＪＡＲＣ）から活動内

容と現状のヒアリングを行った。関連

団体などへのヒアリングは今回で最後

となり、今後は論点整理を行う。２月

以降に各論について議論を行い、今夏

までに報告をまとめる見通し。 
 

地方公共団体からのヒアリングで

は、全国知事会を代表して秋田県、全

国市長会を代表して川崎市、全国町村

会を代表して埼玉県滑川町がそれぞれ

報告を行った。秋田県は、同県の監視

指導体制や解体・破砕事業者などの許

可・登録状況、現在抱える課題につい

て説明。立ち入り検査の実施状況につ

いては、「解体業は２年に１回、破砕

業は１年に１回行っている」ことを報

告した。このなかで昨年度の結果は、

検査件数１９７件のうち口頭指導が４

５件で、文書指導については１件もな

かった。 
 

リサイクル事業者からも問題視する

声が強まっている「ヤード事業者」へ

の対策については全国知事会、全国市

長会が日本語を解さない外国籍の事業

者がいることから対応が困難な場合が

あるとの認識を示した。実際に、盗難

車を不適正に処理・輸出する事例や、

日本語が通じず立ち入り検査時に十分

な事情聴取ができない事例があること

から、「警察や関係機関との連携を図

ることが重要」だと地方公共団体側か

ら意見が上がった。このほか、不法投

棄対策支援事業や離島対策支援事業の

現状報告などの実態について議論が交

わされた。 
 

また、指定法人であるＪＡＲＣは運

営効率化への取り組みや運営する上で

のチェック体制、運営状況についての

概要を解説。リサイクル料金などの預

託を管理する資金管理業務や指定法人

業務の効率化を図る取り組みを紹介し

た。また、業務内容の理解普及を進め

るためのユーザー向け、事業者向け活

動を具体例で示した。 
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